
ひ
と
が
輝
き

  
住
み
よ
さ
と

　
　

活
力
に
満
ち
る
　

都
市
づ
く
り

　

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、甲
賀
市
特
有
の
社
会
情
勢
や
市
民
の
意

向
を
踏
ま
え
、都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針（
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、甲
賀
市
総
合
計
画
の
将
来
像
を
踏
ま
え
つ
つ
、都
市

計
画
上
の
視
点
で
、住
宅
・
商
業
・
工
業
等
の
都
市
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。

　

都
市
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。

生
き
生
き
と
輝
き
、活
動
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、そ
し
て
、豊
か

な
自
然
環
境
に
包
ま
れ
、安
全
で
安
心
で
き
る
居
住
環
境
を
備

え
た
住
み
よ
い
都
市
、ま
た
活
力
あ
る
産
業
と
文
化
に
満
ち
た

都
市
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。

将
来
的
な
都
市
の
構
造

甲賀市総合計画《甲賀市の将来像》

人　自然　輝きつづける　あい甲賀

ひとが輝き、住みよさと活力に満ちる　あい甲賀

都市づくりの目標

安全で安心できる
住宅都市づくり

自然・歴史・伝統をみんなで守り育
てる環境都市づくり

快適な生活を支える多
様な都市施設に満ちた
快適都市づくり

新名神高速道路等と伝
統を活かしたした産業・
交流都市づくり

賑わいと魅力を感じる
活力都市づくり

都市計画マスタープラン《都市の将来像》

　

都
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
本
方
針
で
は
目
的
を
定
め
、
具
体
的
に
用

途
を
区
分
け
し
て
い
ま
す
。

　

１
．都
市
軸

①
国
土
連
携
軸

　

新
名
神
高
速
道
路
と
国
道
１
号
を
位
置
づ
け
、

近
畿
圏
、中
京
圏
な
ど
の
交
流
を
促
進
し
、産
業
・

観
光
・
文
化
等
の
活
力
あ
る
都
市
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

②
広
域
連
携
軸

　

一
般
国
道
3
0
7
号
、4
2
2
号
、4
7
7
号
等

の
主
要
な
幹
線
道
路
を
位
置
づ
け
、周
辺
都
市
と

の
連
携
を
強
化
し
、広
域
的
な
交
流
の
強
化
を
目

指
し
ま
す
。

　　

２
．都
市
核

①
都
市
拠
点
・
副
都
市
拠
点

　

水
口
町
の
中
心
地
を
都
市
拠
点
、土
山
町
・
甲

賀
町
・
甲
南
町
・
信
楽
町
の
中
心
地
を
副
都
市
拠

点
に
位
置
づ
け
ま
す
。都
市
拠
点
は
商
業
・
業
務

等
を
中
心
と
す
る
都
市
機
能
、副
都
市
拠
点
は
各

地
域
の
日
常
生
活
を
支
え
る
商
業
・
業
務
等
と
と

も
に
地
域
個
性
を
活
か
し
た
都
市
機
能
の
集
積
を

図
り
ま
す
。

②
工
業
・
流
通
業
務
拠
点
、新
産
業
拠
点

　

既
存
工
業
団
地
と
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

新
た
な
産
業
用
地
を
位
置
づ
け
、活
力
に
満
ち
た

産
業
の
創
造
と
多
様
な
就
業
の
場
の
確
保
を
図
れ

る
よ
う
に
充
分
に
検
討
し
ま
す
。

③
観
光
・
歴
史
交
流
拠
点

　

信
楽
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
及
び
紫
香
楽
宮
跡
遺

跡
群
周
辺
を
観
光
・
歴
史
交
流
拠
点（
国
際
陶
芸

産
業
都
市
特
区
指
定
）に
位
置
づ
け
、地
域
の
環
境

を
保
全
し
つ
つ
歴
史
的
遺
産
や
信
楽
焼
等
の
伝
統

工
芸
を
生
か
し
た
観
光
や
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、自
然
と
共
存
し
て
い
る
青
土
ダ
ム
・
野
洲

川
ダ
ム
周
辺
を
活
か
し
観
光
客
の
誘
導
を
図
り
、

さ
ら
に
甲
賀
流
忍
者
や
宿
場
町
等
の
観
光
資
源
を

活
か
し
た
町
づ
く
り
も
併
せ
て
促
進
し
ま
す
。

④
医
療
・
福
祉
等
複
合
機
能
拠
点

　

水
口
町
域
に
お
い
て
、医
療
・
福
祉
施
設
の
充

実
や
生
涯
学
習
、地
域
産
業
振
興
、居
住
等
の
多
様

な
都
市
機
能
の
誘
致
を
方
針
と
し
て
、医
療
・
福

祉
等
複
合
機
能
拠
点
の
形
成
を
検
討
し
ま
す
。

⑤
交
通
拠
点

　

J
R
草
津
線
貴
生
川
駅
周
辺
を
交
通
拠
点
に
位

置
づ
け
、鉄
道
相
互
や
バ
ス
交
通
と
の
乗
換
え
が

円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
交
通
結
節
機
能
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　　

３
．都
市
空
間

①
市
街
地
ゾ
ー
ン

　

現
行
の
用
途
地
域
を
市
街
地
ゾ
ー
ン
に
位
置
づ

け
、道
路
、下
水
道
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

多
様
な
都
市
機
能
の
集
積
と
安
全
で
安
心
で
き
る

生
活
空
間
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

②
田
園
ゾ
ー
ン

　

農
地
と
集
落
地
等
が
共
存
す
る
地
域
を
田
園
ゾ

ー
ン
に
位
置
づ
け
、優
良
農
地
の
保
全
を
図
る
と

と
も
に
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
個
性
を
保
持
し

活
力
が
発
揮
で
き
る
田
園
地
域
づ
く
り
を
図
り
ま

す
。

③
森
林
ゾ
ー
ン

　

保
安
林
や
自
然
公
園
地
域
を
中
心
と
す
る
山
地

を
森
林
ゾ
ー
ン
に
位
置
づ
け
、森
林
が
有
す
る
水

源
か
ん
養
、治
山
治
水
、保
健
休
養
、自
然
環
境
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
の
多
面
的
機
能
が
発
揮
し
得
る

よ
う
に
保
全
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

都
市
計
画
課  

計
画
係
　

☎
6
5
│

0
7
1
9 

℻
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3
│

4
6
0
1

将来都市構造図

　本方針では、さらに、都市の整備方針として、交通、公園、河川、市街地、
景観形成、防災等、細かい事項についても定められています。
　今後は、この計画の実現化に向け、方策、取り組みが検討され、『ひとが
輝き、住みよさと活力に満ちる　あい甲賀』が動き出します。
　詳細は、市ホームページおよび都市計画課、各支所で閲覧できます。
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